
 

 

 

 

 

人の力によって、よりよい方向へと進んでいく 

～学校・ご家庭・地域の教育力～ 

                                     校 長   西村 浩 

 笑いの絶えない明るい家庭には幸せがやってくる、「笑う門には福来る」という諺があります。お正月は、家族

で笑って楽しく過ごすとよい一年になると言われています。 

新しい年の始まりを、皆様はどのような思いで迎えられましたでしょうか。 

新年明けましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

今年は「午（うま）」年、６０年に一巡めぐってくる「丙午（ひのえうま）」の年です。勢いやエネルギーに満ちて、

活動的になる年と言われています。今年も子供たちが元気に明るく活動的な学校生活を送り、小笠原小学校

の教育活動が「良き実り」を実現できるように、「笑顔で始まり、言葉で自分の思いや考えを伝え合い、本気で

力を発揮する最幸の学校」を目指してまいります。 

 

今日から３学期が始まりました。子供たちは、笑顔いっぱいに「おはようございます」と挨拶をしたり、久しぶりに

会う友達と楽しそうに話をしたりして元気に登校してきました。教職員一同、子供たちの思いや願いをしっかりと

受け止め、進級・進学に向けて責任をもって指導してまいります。そして、子供一人一人が成長を実感する３学期

にしてまいります。 

２学期終業式を終え、校長室の棚を整理していると古い学校便りがファイルに綴じられていました。何枚かペー

ジをめくっていくと、平成１４年度４月から「小笠原タイム（現在は小笠原学習）」が始まったと書かれていました。

平成１４年度は、完全学校週５日制が始まり、学校がご家庭、地域社会と連携を図り、教育・子育ての具体的な

協力をしていくことが重要となりました。そこで、地域社会と連携を図り、３年生以上の「総合的な学習の時間」

（小笠原タイム）の充実を目指す教育活動が始まりました。 

小笠原タイムは、①国際理解教育の一環としての「英会話」、②小笠原の文化伝承をねらった南洋踊り・小笠

原太鼓・アオウミガメ・タコノ葉細工、③小笠原の自然・福祉・地域・歴史・文化などから子供たちが自分の課題

を追究していく課題解決学習と、３つのことを勉強すると記されていました。 

小笠原村の子供たちが将来の可能性を広げる意味からも、また国際社会で活躍していくためにも英会話を身

に付けコミュニケーション能力を高めること、小笠原の豊かな自然や環境、歴史、伝統文化などを学んだり継承し

たりしていくことが必要だと考えます。現在の小笠原学習は、２４年前から始まった小笠原タイムが礎となり、人の

力によって、より良い方向へと発展しています。それは、学校・ご家庭・地域の教育力によるものだと考えます。 

 

 

 

 

保護者、地域の皆様の一層のご支援をお願い申し上げます。 

令和７年度 小笠原村立小笠原小学校 

学校だより 
１月号（R８．1．9） 
ＴＥＬ04998-2-2012 

校 長  西 村  浩 

１． ＰＴＡ活動を柱として保護者の皆様の連携が素晴らしく、すべての子供を育てる気風に溢れていること 

２． 地域の皆様に本校の教育活動やＰＴＡ活動にご理解と温かなご支援をいただいていること 

３． 子供に秩序を教え、学力を保証する教職員一人一人の教育力があること 

 



ＰＴＡもちつき大会                        

 １２月１４日（日）、小中学校の PTAによる餅つきが行われました。学年ごとに子供たちが集まり、保

護者の皆様に手伝っていただきながら餅つきを体験することができました。保護者の方と子供たちの

「ヨイショ！」という元気な掛け声が、学校に響いていました。 

 ついたお餅は、PTA の方々に調理していただいたものを食べました。子供たちは「つきたてはおいし

い！」「私たちがついた餅は最高！」と喜んで食べていました。食べ終わった後も「お代わりもらってき

ていいですか！」、と何度もお代わりをする子や、「持って帰ってお家で食べたい！」と口々に言う姿か

らも、子供たちの満足感が伝わってきました。ご協力いただいた保護者、地域の方々、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語活動について                        

Greetings! I am the current Assistant Language Teacher (ALT) at Ogasawara Elementary 

School. 

 

Our English classes aim to provide students meaningful opportunities to practice and 

improve their communication skills, helping them use English both inside and outside 

the classroom. The lessons include a variety of activities, such as phonics and 

pronunciation practice, learning new words and phrases, reading aloud, giving 

presentations, peer teaching, dialogue exercises, and practical conversation practice. 

 

Homeroom teachers actively collaborate with the ALT through team teaching, leading 

lesson planning and preparation to create engaging and effective learning activities for 

all students. To encourage cooperation and support understanding, we incorporate 

games, repeated practice, differentiated instruction, and provide brief explanations in 

the students’ first language only when necessary.   

 

こんにちは！小笠原小学校で外国語指導助手（ALT）です。 

私たちの英語の授業は、子供たちがコミュニケーション能力を育てるため、有意義な練習の機会

を提供し、教室内外で英語を使えるようにすることを目指しています。授業では、フォニックスや

発音の練習、新しい単語やフレーズの学習、音読、プレゼンテーション、学び合い、対話練習、実

践的な会話練習など、様々な学習活動が含まれています。 

担任の先生と ALT で積極的に協力し授業の計画や準備を行い、チームティーチングを通して全

ての子供にとって魅力的で効果的な学習活動ができるようにしています。子供たち同士の協力を促

し、理解を助けるために、ゲーム、反復練習、個別指導を取り入れ、必要に応じて日本語等で簡単

な説明を行っています。 



地域清掃                             

１２月３日（水）、全校で地域清掃を行いました。地域班ごとに分かれて、宮之浜海岸、おまつり広場、

製氷海岸、大村海岸、東町、西町のゴミを拾いました。子供たちは、腰を落として草むらの中や建物の

隙間まで入念にごみを探し、小さなプラスチックごみやレシートなどの紙ごみ、鉄やガラスの破片を見

付けていました。 

 活動後には、「ごみをたくさん見付けられて嬉しかった。」「町がきれいになって気持ちよかった。」と

振り返り、子供たちの表情は、達成感で溢れていました。 

 

 

 

 

 

 

 

障害理解教育                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化庁学校巡回公演シエナ・ウインド・オーケストラ          

 12 月 19 日の金曜日に、シエナ・ウインド・オーケス
トラの皆様をお招きした、芸術鑑賞教室を行いました。
シエナ・ウインド・オーケストラは日本の吹奏楽愛好家
をけん引するフラッグシップ・オーケストラで、卓越し
た演奏技術と、バリエーション豊かなパフォーマンスが
人気です。鑑賞教室では、楽しい楽器紹介や児童との共
演ワークショップなども交えながら、「フーガ ト短調」
といったクラッシックの名曲から「ジブリ」など誰もが
知っているポップ・ミュージックまで、幅広いジャンル
の音楽を演奏していただきました。 

 生の吹奏楽団の演奏と、ユーモラスな解説のお話に、
子供たちは驚き、楽しみ、心動かされていました。芸術鑑

賞の機会が限られる小笠原の子供たちにとって、貴重な体験となりました。一年に数回ではありま
すが、これからも芸術鑑賞の機会を確保し、芸術文化の多様性への理解を深められるようにしてい
きます。 

本校では、学期に 1 回、障害理解教育を実施しています。この学習は、

共生社会の実現に向けて、子供たちが多様な特性や個性を理解し、受け

入れる力を育むことを目的としています。 

 1 学期は「得意なことと苦手なこと」、2 学期は「いろいろな友達（ヤ

シの木学級 1 組）」をテーマに、特別支援教育担当教員が朝の時間やスキ

ルタイムを活用し、各クラスで授業を行いました。短い 15 分間の授業で

はありますが、子供たちに新たな気付きや学びを提供できたと感じてい

ます。 

 このような取組を継続的かつ系統立てて行うことで、子供たちが共生

社会を生きる一員としての意識をもち、何が自分にできるかを考えられ

る力を育てていきたいと思います。3 学期は、「共生社会」をテーマに授

業を行います。児童の良い学びとなるよう、引き続き実施へ向けて計画

してまいります。 



 
行事予定表（1月）                            

日 曜 船 朝 食 行事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

8 木 入   冬季休業終       

9 金  始業式 牛乳 弁当始、ロードレース前健診 5 5 5 5 5 5 

10 土           

11 日 出          

12 月    成人の日       

13 火  安全指導 牛乳 書き初め大会①、発育測定、委員会、月曜時程 5 5 5 5 6 6 

14 水 入 児童集会 牛乳 書き初め大会② 4 5 5 5 5 5 

15 木   牛乳 書き初め大会③ 5 5 6 6 6 6 

16 金   牛乳  5 5 5 5 5 5 

17 土 出   数学検定       

18 日    ロードレース大会 2 2 2 3 3 3 

19 月    振替休業日       

20 火   牛乳 ロング昼休み（１・３・５年）、６年部活動体験① 5 5 6 6 6 6 

21 水 入 たてわり遊び 牛乳 芝生の日 4 5 5 5 5 5 

22 木  音楽朝会 牛乳 ６年部活動体験② 5 5 6 6 6 6 

23 金   牛乳 ６年部活動体験③ 5 5 5 5 5 5 

24 土 出   英語検定       

25 日    ロードレース大会予備日       

26 月  全校朝会 牛乳 パワーアップ週間～30 日、クラブ（３年見学） 4 5 6 6 6 6 

27 火 入  牛乳 ロング昼休み（２・４・６年）、５年土砂災害出前授業 5 5 6 6 6 6 

28 水  運動集会 牛乳 長縄集会（低）、６年薬物寛容防止教室 4 5 5 5 5 5 

29 木  運動集会 牛乳 長縄集会（高）、笑顔と学びのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（ｱｽﾘｰﾄ来校） 5 5 6 6 6 6 

30 金 出  牛乳  5 5 5 5 5 5 

31 土    漢字検定       

2/1 日           

2 月 入 全校朝会 牛乳 ふれあい月間～28 日、芝生養生期間～28日、委員会 4 5 5 5 6 6 

3 火  安全指導 牛乳 遠足（１・２年） 5 5 6 6 6 6 

4 水  児童集会 牛乳  4 5 5 5 5 5 

5 木 出  牛乳 書き初め展～13 日 5 5 6 6 6 6 

6 金   牛乳 学校公開 5 5 5 5 5 5 

7 土    学校公開、道徳授業地区公開講座 4 4 4 4 4 4 

8 日 出          

・１、２月に予告なしの避難訓練があります。  

・ロードレース大会の延期により、日程が変わることがあります。詳しくは「ロードレース大会参加のお知らせ」をご覧ください。 

・1/20(火)、22日(木)、23日(金)の放課後に、小笠原中学校での６年部活動体験があります。 

 

 


